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197　　　　 胎児 血流計測 と胎児 血 液 ガ ス 値

（C ・ ・d ・ cente 臥is に よ る ）の 関係

198　 　　 　 超 音 波 パ ル ス ドプ ラ 法 を用 い た血流

測定 に よ る perinatal　morbidity の 評 価
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〔目的 ）本研究は胎児 血流 の 変動か ら胎児血液 ガ

ス 値 ・PH 値の 推量が 可能か どうか 検討す る こ とを

目的 と し た ．〔方法 〕対象 は 胎児発 育曲線 （青木

の 式 ）に て 一2SD ．以下 と定義 した IUGR 　 8例．カ
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ピ ン グ ガ イ ド下，超音 波 ドプ ラ 法 を

もち い て 胎 児 の 臍帯動脈 ， 下行 大動脈 ， 中 大脳動

脈 の 血 流計測 を施行 し た．一方 ， Gord 。 centesis

に よ り胎児血 を 採取 し ， 延べ 13 回 ， 血 流波形 と胎

児血液 ガ ス ・PH 値と を比較検討 した．血 流波形 の

解析は Pulsatile　 index 値 （＝ （A− B ）／A ）を用 い
，

別途 に 正常 発育胎児延 べ 100 例を対象として作成

した妊娠週 数に伴な う normogram の 上 で 行 っ た ．

〔成績 ）臍帯動脈 ， 下行大動脈の PI 値は正 常発育

胎児 と比較 し て高い 値を， 巾大 脳動脈 PI 値 は 正 常

発育胎児 と比較 し て 低 い 値を と っ た ．同
一

妊娠週

数上 で 比 べ た 正 常発 育胎児 の 平均値 か らの 差 と，

酸素分圧 （PO2 ）， 炭酸 ガ ス 分圧 （PCO2 ） PH 値

と の 相 関 係 数 は 次 の と お りで あ っ た 。 臍帯動脈

： PO20 ．269 ，
　 PCO20 ．394 ，　 PH 値 一〇．696 下行 大動

脈 ：PO20 ．350 ，　 PCO 　2
− 0．030 ，　 PH 値 一

〇．073 中大

脳動脈 ：PO20 ．695 ，
　PCO2 −O．399 ，

　 PH 値 0．433 ．

〔結 論 〕今回 の 検 討 で は ，中大脳動 脈 ？ 1 値 の 変

化は 血液 ガス の 中 で 酸素分圧 （PO2 ）に 正 の 相 関が，

な らびに 臍帯 動脈 PI 値の 変化は 血 液 PH 値 に 負の

相関が あ っ た 。こ れ らの 結 果 は 胎児 血 流 とくに 中

大 脳動脈 の 血 流か ら胎児の 低酸素状態 の 定量的評

価 の 可能 性を示 唆す る ．ま た 低酸素状態 で お こ る

と さ れ て い る 血 流再分配 （Brairsparing 　 effec の

を考 え る 上 で も興味深 い 所 見 と考 え る 。

〔目的〕超音波パ ル ス ドプ ラ 法を用 い て 血流 測定 を

行 い
， そ の 異常値の 出現頻度と perinatal 　morbidity

と の 関連 性 を検 討 した 。 〔方 法 〕妊 婦 184例 に っ い

て ， 胎児心機能は 大動脈の 時間 平均 血 流速 度 で ，

臍帯動脈 （UA ），胎児 中大脳 動 脈 （MCA ）お よ び母

体 子 宮動 脈 （UtA ）は Resistance　index（RI ）で 評価

した 。 正 常 妊娠 群 （124 例）と異 常 妊 娠 群（60例 ： 母

体合併症 ， IUGR ， 胎児 仮死例な ど）， 異 常値 （妊 娠

週 数毎 の 平均値 に 対 して ， UA およ び UtA は 1．5SD

以 上 の 高値，MCA お よび心 機能 は LsSD 以上 の 低

値）の 出現頻 度 を比 較 した 。 〔成 績 〕 1｝異 常 値 の 頻

度 は，正 常妊 娠群 で 23．7 ％ ，異 常妊 娠群 で 71．7％

で あ っ た。正常妊娠群で の 異 常値 は UA で 6．8 ％，

MCA で 6．4 ％ ，
　UtA で 7．1％，心 機能 で 10．9 ％ で あ

っ た 。 異 常妊娠群 で は ，そ れぞれ 45．0 ％ ， 42，9 ％，

28．3％， 9，4 ％ で あ っ た 。 末梢動脈系 3 者 で は 両

群 間 で 異 常値 の 頻 度 に 有意 差 が み られ た （p ＜ 0．　05港

2醍 常値 の 出現 に 重 複 が 生 じた頻 度 は，正 常妊 娠

群で 1．7％，異常妊 娠群で 31．7 ％ で あ っ た 。 3）異 常

値出現 は IUGR （3D例 ）に つ き，UA で 46．7 ％，　MCA

で 48．3％ ， UtA で 28．6 ％で あ り，胎児仮 死例 （14例 ）

で は ， UA で 57．1 ％ ，
　MCA で 85．　7　％ ，

　 UtA で 30．　8　％

で あ っ た 。 胎児仮死 の 予測 と い う点 で は，UA の 敏

感 度57．　1　％，特異 度 78，1％ に 対 し，MCA は各 々

85．7 ％， 83．1 ％ で あ っ た。 ま た ， 5例に お い て NST

よ り早 期 に MCA の 異 常 値 が認 め られ た 。 周生期死

亡 例（6 例）で は ， UA ，　 MCA と も に ユ00．　O％，　 UtA

で 40．0 ％ で あ っ た。　 〔結論 〕胎 児仮死 の 診 断 に は

MCA が最 も信頼性が 高 く，ま た ．血流測 定 に お い

て ， 高 度 の 異 常値 や異 常値 出現 の 重複 が生 じた場

合 ，perinatal 　morbidity の 頻度 や 程度 が 高 くな る

こ とが 明 らか とな っ た 。
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